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資料４ 

１．空家等対策計画の改定の経緯について                    

・平成 29 年 3 月に策定した小牧市空家等対策計画が令和 4 年 3 月をもって、 

計画期間が満了となることから、次期計画の策定を令和 2 年度及び令和 3 年

度において実施する。 

 

２．改定のスケジュール                         

 令和 2 年度：空家等実態調査    

 

令和 3 年度：空家等対策計画の改定 
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３．空家等実態調査及び空家等対策計画の改定業務フロー                    

  空き家実態調査（令和２年度） 

空家等対策計画の改定   （令和３年度） 

事前準備 

・市民への周知（広報こまき、市のホームページ） 

・空家判定項目、老朽度判定基準の作成 

・空家実態調査票の様式の作成 

・空家位置図の作成方法 

現地調査 9 月～10 月 

１回目調査 

（机上調査） 

空家候補の抽出（１回目） 

空家候補の抽出（２回目） 

空家候補 空家対象外 

空家候補 

２回目調査 

外観目視・ 

老朽度調査 
空家対象外 

所有者意向調査 12 月頃 

アンケート調査の実施 

（発送・回収） 

居住・使用なし 居住・使用あり 空家対象外 

●アンケート調査結果の分析 

・空家の判定など 

●空家総数の現地調査の分析 

・老朽度判定など 

●調査結果のまとめ 

・現状・課題等のまとめ 

・今後の空家対策の方向性や取組 

   ：現在作業中 

の項目 
 


